
令和元年度第３回「安全・安心な食のまち・さっぽろ推進会議」会議結果（概要版） 

【日 時】令和元年８月 23 日（金） 14 時 00 分～15 時 50 分 

【場 所】ＷＥＳＴ19（中央区大通西 19 丁目）２階 大会議室 

【議 事】 

１ 会長及び副会長の選出について 

大宮委員から、第２次推進計画の議論が継続中であることから、前回に引き続き、

会長は池田委員、副会長は大金委員が適任ではないかの意見があった。 

各委員から異議がなかったため、会長は池田委員、副会長は大金委員に決定した。 

【報告事項】 

１ 第２次安全・安心な食のまち・さっぽろ推進計画案について 

資料に基づき、事務局から説明した。また、次のとおり質疑及び意見があり、事

務局から回答した。 

① ○資料２の 22 ページ下から２行目に「食の札幌ブランドに『安全・安心』の

付加価値がついている」とあるが、食の安全・安心は本質的価値であると考

えるが付加価値とした理由は？ 

⇒札幌に来た観光客に、札幌の食べ物は美味しく新鮮なだけでなく、安全・

安心だと思ってもらえることが付加価値となると考える。（事務局） 

② ○資料２の 51 ページの施策３で新規事業として「観光客向け施設、イベント

におけるアレルギー情報・外国語対策」について、具体的な実施内容につい

て教えてほしい。 

⇒アレルゲン情報については、ピクトグラムを利用して情報発信を行う。多

言語対応メニューについては経済局で実施予定の事業であり、現時点では詳

細は不明。（事務局） 

③ ○資料２の 56 ページで「イベント及び情報誌における食の安全・安心情報の

ＰＲ回数（延べ回数）」とあるが、このＰＲは札幌市自らが行うＰＲなのか、

雑誌等が主体的に取材して掲載することも含むのか？ 

⇒札幌市自らが行うＰＲを想定して記載している。（事務局） 

④ ○資料２の 51 ページの施策３の「観光客向け施設、イベントにおけるアレル

ギー情報・外国語対策」について、もっとピクトグラムを活用して、積極的

にアレルゲン情報の提供を普及させてほしい。 

２ 令和元年度安全・安心な食のまち・さっぽろ推進事業について 

資料に基づき、事務局から説明した。また、次のとおり質疑及び意見があり、事

務局から回答した。 

① ○チカホでイベントを実施する際、場所については出口番号を記載して広報

すると分かりやすい。 

⇒パンフレット作成の際に考慮したい。（事務局） 

② ○学校で配られるお便りやパンフレットなど、低学年の子供には難しい文字

が多いので、読みやすい工夫をしてほしい。また、子ども食品Ｇメンについ



て、もっと多くの子供に体験してほしいという思いがある。職業体験のよう

な機会がもっとあるといいと思う。 

⇒子ども食品Ｇメンの参加人数については、今後検討していきたい。また、

子供への情報発信については、広くわかりやすい情報発信に努めたい。 

③ ○同社（（株）セコマ）の次世代育成という取組の中で各店舗見学と職業体験

を行っています。学校の先生がホームページで申込できるようになっている

ので、興味があれば活用してほしい。 

④ ○今年度の食のまち・さっぽろフェストで、SDGs の取組等の市民向け PR 等

で連携をしてはどうか。 

⇒関係部署と連携できるよう調整を進めたい。（事務局） 

３ 食品衛生法の改正について 

資料に基づき、事務局から説明した。また、次のとおり質疑及び意見があり、事

務局から回答した。 

① ○国の政省令が夏前までに出るということを聞いていたが、政省令が遅れて

いる理由について、情報があれば教えてほしい。 

⇒国の説明会が予定されているが、特段の理由等は聞き及んでいない。（事務

局） 

② ○国の動きが遅れていることはわかるが、札幌市としての具体的な動きがも

う少しあってもよいのではと感じる。そもそも HACCP が何なのかということ

を含めて、知識の普及等をしてはどうか。 

⇒事業者向けには、今年度新たに導入支援のための講習会を実施する予定で

あり、事業者への HACCP の浸透を図っていく。市民向けに対しても同様に浸

透を図っていきたい。（事務局） 

③ ○プラスチックゴミ削減について問題提起したい。プラスチック容器は食品

衛生面において、非常に機能が優れており、プラスチックほど衛生的でコス

トの安いものは今のところ開発されていない。プラスチックの食品衛生面に

おけるメリットについて教えていったほうが良いと考える。 

⇒食品の容器包装資材としては、軽く、輸送面においても優れており、食品

衛生法上も容器包装の規格基準が定められている安全性の高い物であること

も認識しており、食品衛生の視点からは、優良なものと考える。

しかしながら、海洋ごみの問題を初め、札幌市の環境行政も抱える中でい

くと、いろいろと調整が必要である。今回のご意見も踏まえつつ、全体の流

れの中で対応していきたいと思うので、ご理解いただきたい。（事務局） 

４ その他 

 特になし 


